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●
物
価
は
二
倍
に
な
る

　
五
三
年
の
消
費
者
物
価
は
、
前
年
に
比
べ
て
指
数
で
四
・
一
％
の

上
昇
と
な
り
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
最
低
の
伸
び
と
な
っ
た
。
物

価
急
騰
の
四
九
年
を
ピ
ー
ク
に
、
物
価
の
上
昇
は
徐
々
に
鎮
静
化
し

て
い
る
。
し
か
し
、
伸
び
は
鈍
っ
た
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
物
価

上
昇
は
続
き
、
ま
た
、
数
年
来
の
長
期
的
な
経
済
不
況
の
も
と
で
、

市
民
所
得
の
伸
び
の
停
滞
や
雇
用
不
安
、
あ
る
い
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
よ

る
原
油
価
格
の
再
度
の
値
上
げ
な
ど
も
あ
っ
て
、
市
民
生
活
は
新
ら

た
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
四
八
年
秋
に
端
を
発
し
た
石
油
シ
ョ

ッ
ク
は
、
資
源
の
乏
し
い
わ
が
国
の
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、

市
民
の
生
活
を
狂
乱
物
価
の
渦
に
ま
き
こ
ん
だ
こ
と
は
、
ま
だ
私
達

の
記
憶
に
新
し
い
。
こ
れ
は
、
石
油
産
出
国
に
よ
る
原
油
価
格
の
大

幅
な
引
き
上
げ
に
よ
り
、
輸
入
原
油
価
格
が
一
挙
に
四
倍
に
も
な
っ
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図4－1　消費者物価指数の動き

表4－1　横浜市内の小売価格の動き
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た
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
七
五
％
を
石
油
に
た
よ
り
、
し
か
も

そ
の
供
給
の
百
％
近
く
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
わ
が
国
で
は
、
衣

食
住
の
ほ
と
ん
ど
の
物
資
が
急
激
に
値
上
が
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

横
浜
で
も
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
食
用
油

な
ど
の
生
活
必
需
物
資
が
一
部
の
店
頭
で
品
不
足
に
な
る
な
ど
、
市

民
生
活
に
不
安
を
与
え
た
。
原
油
価
格
の
値
上
が
り
に
よ
り
、
新
価

格
体
系
へ
の
移
行
と
い
う
名
目
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
も
の
が
値

上
が
り
を
続
け
て
き
た
が
、
四
八
年
か
ら
五
三
年
ま
で
の
横
浜
市
の

消
費
者
物
価
指
数
の
中
で
、
被
服
、
食
料
、
住
居
の
項
目
を
比
べ
て

み
る
と
、
食
料
の
上
昇
が
最
も
高
い
こ
と
が
わ
か
る
（
図
４
－
１
）
。

例
え
ば
四
八
年
四
月
と
五
三
年
四
月
の
主
要
品
目
の
市
内
小
売
価
格

を
比
べ
て
み
る
と
、
米
は
一
・
九
倍
、
食
パ
ン
一
・
八
倍
、
牛
肉
一

・
六
倍
、
キ
ャ
ベ
ツ
一
・
三
倍
、
そ
し
て
二
百
海
里
問
題
の
あ
る
魚

は
、
あ
じ
二
・
五
倍
、
塩
ざ
け
二
・
三
倍
と
上
昇
し
、
ま
た
灯
油
も

二
倍
と
な
っ
て
い
る
（
表
４
－
１
）
。
こ
の
よ
う
に
、
石
油
シ
ョ
ッ

ク
以
降
の
物
価
騰
貴
は
。
市
民
の
毎
日
の
生
活
を
支
え
る
台
所
に
直

接
的
な
打
撃
を
与
え
た
。

●
苦
し
い
家
計
の
や
り
く
り

　
一
方
、
一
般
勤
労
者
の
賃
金
も
上
昇
し
た
。
表
４
－
２
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
市
の
勤
労
者
世
帯
の
月
平
均
実
収
入
は
、
五
二
年
で
は

石
油
シ
ョ
ッ
ク
前
年
の
四
七
年
に
比
べ
て
二
・
一
倍
の
三
二
万
四
千

円
と
な
っ
た
が
、
食
料
費
等
の
消
費
支
出
が
一
・
九
倍
、
税
金
等
の

非
消
費
支
出
が
二
・
八
倍
に
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
四
九
年
と
五

一
年
で
は
、
物
価
上
昇
率
が
実
収
入
の
増
加
率
を
上
ま
わ
る
と
い
う

表4－2　勤労者世帯の家計



現
象
が
み
ら
れ
、
賃
金
の
上
昇
が
必
ず
し
も
家
計
費
の
実
質
増
に
は

な
っ
て
お
ら
ず
、
給
料
が
上
が
っ
た
ほ
ど
に
生
活
が
楽
に
な
っ
た
と

は
感
じ
ら
れ
な
い
の
が
市
民
の
実
感
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
五

二
年
の
市
民
の
貯
蓄
純
増
は
月
平
均
五
万
円
強
で
、
四
七
年
に
比
べ

て
約
二
倍
に
増
え
て
お
り
、
全
国
的
な
傾
向
と
同
じ
く
貯
蓄
性
向
の

高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
神
奈
川
区
の
横
浜
生
協
消
費
者
委
員
会
は
、
早
く
か
ら
家
計
簿
運

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
石
油
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
四
九
年
の
家
計
実

例
（
一
九
九
世
帯
）
を
み
る
と
、
支
出
で
は
家
賃
・
地
代
等
の
値
上
が

り
に
よ
っ
て
住
居
費
の
伸
び
が
三
六
％
と
最
も
大
き
い
が
、
食
費
も

二
〇
％
の
増
で
台
所
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対

し
収
入
は
。
給
与
等
の
世
帯
主
収
入
は
一
七
％
の
増
だ
が
、
賞
与
は

逆
に
四
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
。
預
金
の
引
出
や
借
金
で
の
や
り
繰

り
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
家
計
は
、
消
費
者
運
動
と
し
て
の
一
部
の

世
帯
の
実
例
で
は
あ
る
が
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
市
民
生
活
の
厳
し

さ
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

●
物
価
に
挑
む

　
こ
の
よ
う
に
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
物
価
騰
貴
に

対
し
、
市
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
。
物
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価
対
策
は
国
の
仕
事
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
一
部
が
消
費
者
行
政
と
し

て
あ
つ
か
わ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
物
価
急
騰
を
契
機
と

し
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
物
価
対
策
の
必
要
性
が
重
要
視
さ
れ

て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
「
国
民
生
活
安
定
法
」
と
「
投
機
防

止
法
」
の
い
わ
ゆ
る
生
活
二
法
が
実
施
さ
れ
、
物
資
の
需
給
と
標
準

価
格
の
決
定
、
物
資
の
監
視
・
指
導
等
の
広
範
な
権
限
が
国
・
県
・

市
に
委
ね
ら
れ
た
。
市
で
は
四
八
年
一
二
月
に
、
「
市
民
生
活
関
連

物
資
緊
急
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
市
長
を
本
部
長
と
し
て
積
極
的

な
対
策
に
の
り
だ
し
た
。
便
乗
値
上
げ
や
不
当
な
買
い
占
め
、
売
り

表4－3　生鮮食料品の特売

お
し
み
等
を
防
止
す
る
た

め
に
。
一
般
市
民
に
よ
る

物
資
監
視
員
四
七
〇
人
を

委
嘱
し
、
市
職
員
約
二
七

〇
人
と
と
も
に
、
灯
油
、

ち
り
紙
、
合
成
洗
剤
、
学

用
品
、
調
味
食
品
等
の
生

活
物
資
の
価
格
の
動
き
な

ど
を
監
視
し
た
。
そ
し
て
、

市
内
の
卸
小
売
業
者
等
の

協
力
を
得
て
、
加
工
食
品
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や
野
菜
、
魚
、
輸
入
肉
な
ど
の
安
売
り
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
物
価

高
の
影
響
の
大
き
い
生
活
保
護
世
帯
や
福
祉
施
設
に
は
、
四
九
年
一

月
か
ら
三
月
ま
で
灯
油
購
入
の
あ
っ
せ
ん
を
し
た
。
こ
れ
ら
は
石
油

シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
緊
急
対
策
で
あ
る
が
、
四
九
年
度
か
ら
は
安
定
し

た
消
費
生
活
を
持
続
す
る
た
め
に
、
経
常
的
な
物
価
対
策
を
目
指
し

た
。
ま
ず
、
し
ょ
う
油
、
食
用
油
、
小
麦
粉
、
牛
乳
、
ま
た
、
洗
剤
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
の
雑
貨
な
ど
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

基
礎
的
な
生
活
物
資
や
、
季
節
や
天
候
に
よ
っ
て
価
格
変
動
の
大
き

い
野
菜
、
魚
、
肉
等
の
生
鮮
食
料
品
の
安
定
し
た
供
給
に
努
め
て
い

る
（
表
４
－
３
、
表
４
－
４
）
。
特
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
等
の
野

菜
は
、
市
が
群
馬
、
長
野
県
な
ど
の
生
産
者
と
契
約
を
結
ん
で
毎
日

表4－4　秋冬期の野菜安定供給

一
定
数
量
を
出
荷
さ
せ
、
卸
売
価
格
が
高
く
な
っ
た
時
は
価
格
を
押

さ
え
、
安
く
な
っ
た
時
は
一
定
額
を
補
償
し
て
、
安
定
し
た
価
格
で

販
売
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

●
賢
い
消
費
者
を
育
て
る

　
市
民
が
安
定
し
た
消
費
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
国
や
市
の
物
価

対
策
に
期
待
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
者
一
人
ひ
と
り
が
消
費
者

問
題
に
関
心
と
理
解
を
高
め
、
賢
い
消
費
者
に
な
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
「
賢
く
行
動
す
る
消
費
者
」
を
育
て
る
た
め
、
従
来
か
ら
実
施

し
て
い
る
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
加
え
て
、
四
九
年
度
か

ら
毎
年
二
千
人
を
対
象
に
「
消
費
生
活
通
信
講
座
」
を
開
設
し
た
。
ま

図4-2　消費生活コンパニオン活動

た
。
同
年
に
消
費
者
の

意
識
の
高
揚
や
消
費
生

活
の
相
談
・
苦
情
処
理

等
を
行
う
「
消
費
者
セ

ン
タ
ー
」
を
中
区
の
市

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の

中
に
開
設
し
、
市
民
や

消
費
者
団
体
の
代
表
等

が
自
主
的
に
運
営
し
て



い
る
。
五
〇
年
度
か
ら
は
、
地
域
に
密
着
し
た
消
費
者
活
動
を
進
め
る

た
め
に
「
消
費
生
活
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
」
を
発
足
さ
せ
、
三
千
余
人
の

市
民
に
委
嘱
し
た
。
現
在
、
一
六
一
地
区
で
、
学
習
活
動
、
施
設
見
学
、

共
同
購
入
販
売
な
ど
の
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
（
図
４
－
２
）
。

●
み
か
ん
の
入
荷
量
が
三
割
を
占
め
る

　
市
民
の
毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
野
菜
、
果
物
、
魚
、
肉
な
ど

の
生
鮮
食
料
品
は
、
全
国
各
地
の
生
産
者
か
ら
中
央
卸
売
市
場
に
計

画
的
に
集
荷
さ
れ
、
仲
卸
業
者
や
小
売
業
者
を
通
じ
て
供
給
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
横
浜
で
は
神
奈
川
区
に
本
場
、
金
沢
区
に
南
部
市
場

を
、
ま
た
、
鶴
見
区
に
食
肉
の
三
市
場
を
開
設
し
て
い
る
。
市
場
で

の
取
扱
量
は
、
人
口
の
増
加
に
つ
れ
て
年
々
増
え
て
お
り
、
五
二
年

の
取
扱
量
は
、
青
果
物
四
〇
万
六
千
ト
ン
、
水
産
物
二
〇
万
九
千
ト

ン
、
食
肉
一
万
五
千
ト
ン
で
、
金
額
に
し
て
二
、
三
〇
〇
億
円
に
の

ぼ
る
（
図
４
－
３
）
。
そ
し
て
、
年
間
取
扱
高
の
多
い
品
目
を
出
荷

地
別
に
み
る
と
、
野
菜
で
は
茨
城
か
ら
の
出
荷
が
白
菜
を
主
に
一
番

多
く
、
地
元
、
神
奈
川
か
ら
は
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
、
ト
マ
ト
、
に
ん

じ
ん
、
次
い
で
千
葉
か
ら
は
大
根
、
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
北
海
道

か
ら
は
玉
ね
ぎ
、
ば
れ
い
し
ょ
、
に
ん
じ
ん
等
の
入
荷
が
多
く
、
こ

の
一
道
三
県
で
全
体
量
の
半
分
を
占
め
る
。
こ
の
う
ち
、
横
浜
の
農
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図4－3　生鮮食料品の入荷量と出荷地
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家
か
ら
の
入
荷
量
は
七
％
で
あ
る
。
果
物
で
は
、
愛
媛
、
熊
本
、
青

森
、
茨
城
か
ら
み
か
ん
、
り
ん
ご
、
な
し
等
の
入
荷
が
四
割
を
占
め

る
が
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
産
の
バ
ナ
ナ
、
千
葉
県
産
の
す
い
か
も
多

い
。
品
目
別
の
入
荷
量
で
は
み
か
ん
、
バ
ナ
ナ
、
す
い
か
の
順
に
な

っ
て
い
る
が
、
特
に
み
か
ん
は
果
物
入
荷
量
の
約
三
割
を
占
め
て
い

る
。
魚
は
や
は
り
冷
凍
物
が
多
く
、
さ
け
、
い
か
、
え
び
、
ば
ち
、

た
こ
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
入
荷
量
で
は
、
東
京
に
漁
業
会
社
が
集

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
東
京
が
四
割
と
圧
倒
的
に
多
い
。
以

下
、
神
奈
川
、
千
葉
、
静
岡
、
宮
城
の
順
に
な
っ
て
い
る
が
、
品
目

の
取
扱
量
の
差
は
大
き
く
な
い
。
ま
た
、
食
肉
に
つ
い
て
は
、
日
本

人
の
食
生
活
の
洋
風
化
も
影
響
し
て
、
供
給
量
も
年
々
増
え
て
い

る
。
取
扱
量
で
は
豚
肉
が
六
割
強
、
牛
肉
が
三
割
と
な
っ
て
お
り
、

神
奈
川
、
秋
田
、
福
島
の
三
県
で
六
割
を
出
荷
し
て
い
る
。
ま
た
、

牛
肉
の
う
ち
、
輸
入
に
よ
る
も
の
は
五
％
で
あ
る
。
近
年
、
国
内
の

牛
肉
の
高
値
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
自
給
率
や
輸
入
量
の
増
大

を
は
か
る
な
ど
の
善
処
が
望
ま
れ
る
。

住
宅

●
に
ぶ
る
住
宅
建
設

　
横
浜
市
の
住
宅
戸
数
は
、
世
帯
数
を
五
万
戸
上
ま
わ
っ
た
。
住
宅

に
脳
む
者
は
、
「
ハ
テ
ナ
？
一
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
五
三

表4－5　住宅数と世帯数

年
に
総
理
府
が
実
施
し
た
「
住
宅

統
計
調
査
」
の
結
果
で
あ
る
が
、

質
的
水
準
は
別
と
し
て
、
一
応
数

字
の
上
で
は
、
一
世
帯
一
住
宅
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（

表
４
－
５
）
。
一
般
に
住
宅
の
円
滑

な
需
給
を
は
か
る
に
は
、
利
用
し

う
る
空
き
家
が
住
宅
総
数
の
五
％

程
度
は
必
要
と
言
わ
れ
る
が
、
本

市
の
空
き
家
率
は
六
・
五
％
、
五

万
六
千
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
、
都

市
へ
の
人
口
集
中
が
激
し
く
な
っ

た
。
横
浜
市
も
こ
の
影
響
を
モ
ロ


